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地域の実情を踏まえた介護保険事業の推進に向けて
～点検ツールを活用した現状把握と都道府県による市町村支援～

2026年８月28日

令和８年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）
「効果的な施策を展開するための考え方の点検ツール」を用いた計画策定のための都道府県による市区町村支援に関する調査研究
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本日のスケジュール

時間 プログラム 登壇

11：00～ 開催挨拶
厚生労働省 老健局 総務課
課長補佐 角地 孝洋 様

11：05～ 本セミナーの狙い
株式会社日本総合研究所
創発戦略センター 副所長
齊木 大

11：10～ マネジメントの基本的考え方と市町村支援のポイント

一般社団法人地域包括ケア推進支援機
構 代表理事
社会福祉法人浴風会 認知症介護研
究・研修東京センター 特別研究員
川越 雅弘 様

11：35～ 市町村の状況把握や市町村同士の共有の場づくり
における実践事例

大阪府 福祉部 高齢介護室
介護支援課 企画調整グループ
総括課長補佐
吉田 智子 様

11：55～ 閉会 事務局
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本セミナーの狙い

1
人も地域資源も減る市町村のこれからに役立つ「マネジメント」の視
点を知る2

都道府県が第10期から現実的に実施できそうな市町村支援のイ
メージをつかむ

3市町村ごとに異なる現状を把握するときに役立つ視点を知る
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市町村支援における最終目的

最終目的
市町村が地域の実情を踏まえて、介護保険事業計画や地域包括
ケアに関する施策を自律的に点検・改善できるようになること
（＝市町村のマネジメントの向上）

目的のために
期待される機能

標準ツール・

コンテンツの提供

現状把握

市町村同士の共有

の場の提供
個別フォローアップ

広域連携

好事例の展開

• 本事業では、地域の実情を踏まえた介護保険事業の推進に向けて、市町村が自らの取組を点検・改
善できる状態を目指しています。

• そのためには、市町村自身の取組だけでなく、都道府県による現状把握、必要な支援への接続が重
要です。

都道府県は、各市町村の現状を把握し、

マネジメント力向上に必要な打ち手をともに考え、

必要に応じて施策を提供
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市町村に求められるマネジメント力と向上に向けた支援策例

施策や事業を通じて達成したい
目標（目的意識）を持つ

関係者と一緒に現状や課題を
共有し、相互理解を図る

これらを実行に移すため、関係
者を巻き込んで動かしていく

標準ツール・コンテンツの提供 市町村同士の共有の場の提供 個別フォローアップ

広域連携・好事例の展開
• 「点検ツール」による自己点検

• 事業マネジメントに関する勉強
会 など

• 専門家派遣、伴奏支援 など

• 集合型研修 など

現状把握

市町村に求め
られる

マネジメント
力の段階

段階に応じた
支援策例

• 市町村が自らの取組を点検・改善できる状態（＝マネジメント力を有する状態）には大きく３つの
段階があります。

• それらの段階に応じた適切な支援策によるマネジメント力の向上を目指すことが必要です。
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都道府県による市町村支援の進め方

• 同一の都道府県内でも、市町村の状況は異なり、支援する都道府県の体制等も異なります。

• 一律の支援ではなく、市町村と都道府県それぞれの状況に応じた支援を選択することが必要です。

市町村の現状把握

マネジメントにおいて
どの段階に課題があるか？

都道府県の現状把握

これまでの市町村支援の経験
活用できそうな既存業務の棚卸

標準ツール・

コンテンツの提供

市町村同士の共有

の場の提供
個別フォローアップ

広域連携

好事例の展開

現状把握

支援機能の
選択

支援機能の
提供

必要な支援×実施可能な支援
既存業務等の枠組みを活用しながら

支援を実施

必要な支援×実施困難な支援
国、地方厚生局、外部専門家等の

支援を要請
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登壇者及びご講演内容のご紹介

講演① 考え方を知る

講演② 実践例を知る

川越 雅弘 様
一般社団法人地域包括ケア推進支援
機構 代表理事
社会福祉法人浴風会 認知症介護研
究・研修東京センター 特別研究員

マネジメントの基本的考え方と市町村支援のポイント
• 地域が目指す姿を起点とした施策・事業の考え方
• 市町村が施策推進や計画策定の中でつまずきやすいポイ

ント
• 市町村の現在地や課題を把握する際の視点

吉田 智子 様
大阪府 福祉部 高齢介護室
介護支援課 企画調整グループ
総括課長補佐

市町村の状況把握や市町村同士の共有の場づくりに
おける実践事例
• 既存の会議体や業務を活用した支援の工夫
• 市町村同士の情報交換や学び合いの場づくり
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